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研究成果の概要（和文）： 

毎年、私たちは研究の方向性を検討するために、数回の打ち合わせを行った。また、ヨーロ

ッパと日本で数回現地調査を行った。2010年にはドイツ南西部、2011年には中部（旧東ドイツ）

を共同で調査し、さまざまな資料を収集することができた。私たちはいくつかのシンポジウム

や学会で研究発表し、また研究誌や書籍の形で成果を発表した。ヨーロッパと日本の合唱運動

のいくつかの事例研究を通じて、この分野の基礎研究を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Each year, we hold meetings to discuss the basic line of our research. Together, we 

have collected various research materials and made several field investigations in 

southwestern Germany in 2010 and middle Germany (former East Germany) in 2011. We have 

presented papers at symposiums and meetings and published the results of our research 

in several bulletins and a book. Through a number of case studies of amateur choir activity 

in Europe and Japan, we have carried out basic research in this area. 
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１．研究開始当初の背景 

 19 世紀にヨーロッパ各地でさかんに行わ

れた合唱祭や合唱コンクールに代表される

「参加型」イベントは、人々の共同体意識を

より大きなヒエラルキー構造の中に組み込

み、「国民」意識に結び付けてゆく有効な場
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となった 。合唱運動は国ごとに相違はあるも

のの、国際的な交流も広く行われ、草の根文

化交流的な意義をも担っていた。戦前日本の

合唱運動は、このようなヨーロッパの例にな

らった「音楽の市民社会化」のひとつとして

始まった。 

 ところが、従来の音楽史の研究者は芸術音

楽にのみ目が向き、アマチュアの音楽活動に

対しては着目してこなかった。合唱運動につ

いても正面から扱った研究はほとんど行わ

れてこなかった。この研究はその間隙を埋め

るものとして構想された。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、英独仏における合唱運動の隆盛

と日本におけるその受容を問題にするもの

で、これまで音楽史の文脈ではほとんど語ら

れてこなかったアマチュア合唱の実態とそ

の社会的組織化の過程に注目し、音楽と社会

とのダイナミックな関係を比較史的に考察

することを目的にした。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 年に数回打ち合わせを行い、最新の研究

動向について理解を深め、研究の方向性を検

討する。 

(2) ヨーロッパおよび日本での調査を行う。

特に、ドイツについては共同で調査を行う。 

(3) 関係する諸学会、諸研究会との交流を積

極的にすすめることとし、実施した。 

 
 
４．研究成果 

2010 年度は基礎調査を中心に行った。ま

ず、7 月に東京で打ち合わせを行い、先行研

究をまとめると同時に、この問題について申

請者がこれまで予備的に行ってきた研究を

整理し、今後の考察の基礎となる視点を確保

した。 

国外の調査としては、9月 17 日から 21 日

まで、松本彰と井上さつきの両名で、ドイツ

南西部のフォイヒトヴァンゲンの合唱博物

館・資料館、およびシュトゥットガルト近郊

のジルヒャー博物館を訪れ、調査を行った。

これらはいずれも男声合唱運動研究の中心

となっている博物館で、展示も充実しており、

研究スタッフの案内で、当時の協会運動の詳

細を知ることができた。その後、井上は、パ

リの国立図書館で、合唱運動に関する文献を

収集した。さらに、11 月 17 日には、名古屋

の愛知芸術文化センターで開催された日本

音楽学会の全国大会において、松本はシンポ

ジウム「音楽・国民国家・コメモレーション」

のコーディネーターを務め、松本、井上、共

に発表を行った。 

以上の調査・研究にもとづき、井上は「フ

ランス人が見たドイツ合唱同盟祭」について、

松本は「音楽におけるコメモレーション」に

ついて、それぞれ音楽学研究誌および学会誌

に論文を掲載した。 

2011 年度は事例研究を中心に行った。ま

ず、6月 25 日、日本ドイツ学会のシンポジウ

ム「音楽の国ドイツ？」において、松本は基

調報告、井上はコメンテーターを務めた。男

声合唱運動は当時の社会運動の中でも重要

な意味をもつものであり、シンポジウムの内

容と密接に関係していた。 

国外の調査としては、9月に井上と松本は

ヨーロッパに赴き、それぞれ調査を進めたが、

その期間内の 9 月 14日から 18 日まで、共同

でドイツの調査を実施した。具体的には、ド

レスデン、フライベルク、マルクノイキルヒ

ェン、ハレ、ライプツィヒを訪れ、文書館や

楽器博物館などを調査・見学した。ドレスデ

ンでは 1865 年の第１回同盟祭に関連する場

所を調査し、市文書館において、この合唱祭

等に関する一次資料を収集することができ



 

 

た。マルクノイキルヒェン楽器博物館は、楽

器製作の歴史と深く関係したところで、その

点について館長と懇談することができ、ドイ

ツ市民の音楽史を考察する上で、多くの示唆

を得た。その後、井上はパリの国立図書館や

ギメ美術館図書室で、合唱運動に関する文献

を収集した。一方、松本はライプツィヒなど

で資料の収集を行なった。 

松本は 12月 10 日、早稲田大学西洋史研究

会において、「19 世紀ドイツにおける市民社

会、国民国家、戦争――協会運動と三重のナ

ショナリズム」を発表し、そのなかで男声合

唱協会の重要性について論じた。井上は日本

における合唱運動についての事例研究に着

手し、日本に合唱コンクールを根付かせた小

松耕輔について調査を開始した。 

 2012 年度は研究のまとめの年であり、数

回の研究会を東京で行った。井上は政治経済

学・経済史学会秋季学術大会の「音楽が国境

を越えるとき」というパネル・ディスカッシ

ョンに参加し、万博と音楽との関係について

発表した。万博は民衆の合唱活動と深く関係

していた。また、日本における合唱コンクー

ル導入期について、紀要論文「小松耕輔と第

1 回合唱競演大音楽祭（1927）にまとめた。

論文では、小松耕輔が 1927 年に開催し、戦

前日本の合唱運動を発展させる上で重要な

節目となった第 1回合唱競演大音楽祭につい

て、上野学園大学所蔵の「小松文庫」および、

日本合唱連盟図書館に所蔵されている資料

等を使用しながら、当時の社会的コンテクス

トに置き直し、その意味を再考した。その後、

フランス第二帝政と民衆層のアマチュア合

唱運動について、歴史の見直しと再検討をす

すめている。 

 松本は、長年の研究を『記念碑に刻まれた

ドイツ―戦争、革命、統一』（東大出版会）

にまとめた。ドイツの男声合唱運動は、協会

運動として、祭典、記念碑と深く関係して発

展したのであって、19 世紀初頭以来の 200

年のドイツの記念碑をまとめた本書は、男声

合唱運動を研究する上で必要な基礎作業だ

った。とくにドイツにおける「国民」概念の

重層性については、早稲田大学西洋史研究会

での報告を活字にした。本書の冒頭に現在の

ドイツ国歌の元になった「ドイツ人の歌」に

ついて紹介したが、その後、「国歌、国民歌

に歌われたドイツ」の研究に着手した。これ

までほとんど取り上げられてこなかったプ

ロイセン国歌、オーストリア国歌、ブラーム

ス、ヴァーグナー、ヨハン・シュトラウスな

どの当時のドイツを歌ったさまざまな歌を

分析しながら、ドイツ統一問題の錯綜した歴

史の再検討をすすめている。 
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